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九州地方整備局

１．計画段階評価

１）滝室坂地域の概要と課題

２）滝室坂地域の政策目標と複数案の比較
参考）国道５７号滝室坂防災対策検討委員会の検討結果

３）滝室坂地域における計画段階評価のまとめ

２．新規事業採択時評価

１）一般国道５７号滝室坂道路
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九州地方整備局

１．計画段階評価
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滝室坂地域の概要
た き む ろ ざ か

１．位置

57

57

滝室坂

大
分
県

宮
崎
県

熊
本
県

至

大
分至

熊
本

○滝室坂地区は阿蘇外輪山のカルデラ周縁部に位置し、約4km間で220mの標高差がある。

○大分市～熊本市を結ぶ唯一の幹線道路である国道57号の県境部付近に位置している。

熊本県

大分県

L=4km

交通量：5,064台/日（平日）
大型車混入率：28.5％

交通量：7,142台/日（平日）
大型車混入率：20.7％
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２．災害（過去の被災状況①）

た き む ろ ざ か

土砂災害発生イメージ

○滝室坂が位置する阿蘇外輪山のカルデラ周縁は、溶結凝灰岩の上に火山灰が浅く

堆積している箇所が多く、傾斜角も約３０度と急峻であるため、大雨が降ると表層が

崩落しやすい特徴がある。

滝室坂の急峻な地形

溶結凝灰岩

滝室坂地域の概要
た き む ろ ざ か
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２．災害（過去の被災状況②）

た き む ろ ざ か

○阿蘇地域は熊本県内でも降雨量が多く、

滝室坂では平成2年、平成13年、平成24年

と概ね10年に１回の割合で大規模な災害が

発生している。

熊本の年間降雨量（H23）

年最大１日雨量・最大時間雨量の変動（S54～H24）
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滝室坂地域の概要
た き む ろ ざ か
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２．災害（過去の被災状況③）

た き む ろ ざ か

被災箇所（H2、H13、H24）

滝室坂地域の概要
た き む ろ ざ か
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２．災害（九州北部豪雨［H24.7］）

た き む ろ ざ か

○平成24年九州北部豪雨による災害により、滝室坂地域で斜面崩壊等が１１箇所で発生し、４０日間
もの全面通行止めを実施している。
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最大時間雨量　123mm
7月12日　5:00～6:00

最大日雨量　478mm
7月11日　11:00～7月12日　11:00

国道57号 熊本県阿蘇市一の宮町坂梨観測局

H24.7被災時の降雨量
H24.7被災箇所

滝室坂地域の概要
た き む ろ ざ か
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２．災害（九州北部豪雨［H24.7］）

た き む ろ ざ か

○現在は仮橋応急復旧にて供用を図っているが、連続雨量が140㎜に達すると事前通行規制（全面通
行止め）を実施している。（国道57号全線で唯一の事前通行規制区間）

被災状況

約170m

滝室坂地域の概要
た き む ろ ざ か
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た き む ろ ざ か

被災による影響【新聞記事より抜粋】
【暮らし（通勤・通学）】
◆宮地駅から大分方面へは、ＪＲ豊肥本線が不通になり、国道５７号などは土砂崩れで通れず、代行バスも運行できない。 阿蘇中央高

校では阿蘇市の波野地区や産山村の約２０人が通学できない。
◆産山村では、阿蘇市内への通勤・通学などに大幅な遠回りを余儀なくされている。
【医療（救急搬送）】
◆産山村から阿蘇市一の宮町まで普段なら３０分ほどで着くところが、１時間半要する。急病人やけが人がでたら小国町や竹田市への搬

送も検討。

２．災害（九州北部豪雨［H24.7］）

道の駅における7月～10月の来客数

道の駅
平成２３年

(人)
平成２４年

(人)
増減数

(人)

大津 502,000 406,000 ▲ 96,000

阿蘇 365,000 337,000 ▲ 28,000

波野 137,000 89,000 ▲ 48,000

すごう 68,000 62,000 ▲ 6,000

４施設計 1,072,000 894,000 ▲ 178,000

○全面通行止めに伴い、大分県と熊本県を結ぶ国道57号が遮断され大きな迂回を強いられたことによ
り、通勤や通院、買物などの日常生活に支障。

○全面通行止めは、観光客の減少など地域経済にも大きな影響を与えた。

迂回時
約６７㎞
８０分

通常時
約４４㎞
約５３分

阿蘇市
５７

竹田市

442

滝室坂

５７

すごう波野

阿蘇

滝室坂全面通行止め時の迂回ルート（H24年7月～8月の迂回路）

滝室坂地域の課題
た き む ろ ざ か
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た き む ろ ざ か

［地域の課題］ 脆弱な幹線道路等により救命活動や通勤・通学、経済活動に課題

▲熊本県への石油製品の
輸送割合

２．災害（九州北部豪雨〔H24.7〕）

大分港

【製油所】

熊本市

一般道の
迂回路 大分市

迂回ﾙｰﾄ
（約250km）

通常ﾙｰﾄ
（約150km）

13%

87%
大分県

鹿児島県

大分県

８７％

●滝室坂通行止め時には、一般道の迂回路
は幅員や線形の問題があるため利用を避
け、高速道利用による迂回を行った。

●走行距離が通常の約150kmから約
250kmに延びるとともに、高速道路料
金の負担が大きく、経済的に厳しかった。

（ガソリン輸送業者）

■国道57号の利用状況

×

滝室坂地域の課題
た き む ろ ざ か
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○熊本県で消費される石油製品（ガソリン等）の約９割が大分県から運搬。国道５７号は熊本～大分間の
重要な物流ルート。

○全面通行止めは、物流ﾙｰﾄの変更に伴うコスト増や運搬にかかる所要時間の増加など、運送業など物
流産業にも大きな影響を与えた。

資料：燃料油脂新聞社
ヒアリング結果、石油
取扱会社ヒアリング結果



３．線形不良・路面凍結

た き む ろ ざ か

○滝室坂には線形不良箇所（曲線半径R≦150m ※）が２０箇所、縦断線形不良（i≧5％ ※）が連続で

２．９㎞存在する。〔※設計速度60km/hの規定値〕

○走行環境が悪いため、運搬物の落下事故も発生している。また、ドライバーの精神的負担も大きい。

【大分～熊本間でタンクローリーによる
石油輸送を行っている企業の声】

国道57号の県境付近（滝室坂）は車線幅も狭
く、カーブや冬季の凍結で常に気を付けて走ら
なければならない。また積雪による時間ロスも
多い。

至熊本

至大分

【写真１】滝室坂でのｺﾝｸﾘｰﾄ桁落下

(平24年5月23日 約５時間通行規制)

線形不良箇所

凡 例
－縦断線形不良

（i=5％以上）

○曲線半径不良
（R=150m以下）

国道57号の縦断図

写真1

至 熊本

至

大
分

57

滝室坂

滝室坂地域の課題
た き む ろ ざ か
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た き む ろ ざ か

３．線形不良・路面凍結

［地域の課題］ 線形不良等箇所により走行環境が悪く安全な交通に課題

滝室坂地域の課題
た き む ろ ざ か

12

○滝室坂は標高540m～780mに位置することから、冬季には積雪や凍結のため「チェーン装着案内」
を行っている。（氷点下以下の日数：93日(H24)、105日（H23）、112日(H22)）

○滝室坂地区での事故は正面衝突事故の割合が高い。また、平成14年から平成22年に発生した事
故２４７件のうち１３８件（56％）が冬季に発生している状況。



４．地域間のサービスレベル（観光の現状）

阿蘇地域
３８％その他

６２％

▲九州内バスツアーに占める
阿蘇地域経由の割合

＜地域の声＞
高速交通ネット
ワークがなく移
動時間が長いこ
とから、観光客
の立ち寄りが可
能な観光スポッ
トが限定されて
います。

（阿蘇温泉観光旅館協同
組合）

▲国道57号自動車利用者の移動時間の感想
(県外在住来訪者)

資料：観光施設アンケート調査結果
（阿蘇ファームランド）【H22】

※ 無回答者除く N=397

58.7% 9.5% 31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道57号
利用

満足 普通 不満

約３割が国道57号
の移動時間に不満

▲阿蘇地域を経由するバスツアー 資料：国内ツアーより集計【H20】

○九州におけるバスツアーのうち、阿蘇地域を経由するバスツアー数は約４割に達する。

○国道57号の移動時間に不満を感じている利用者も多い。（約３割）

た き む ろ ざ か

滝室坂地域の課題
た き む ろ ざ か
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４．地域間のサービスレベル

た き む ろ ざ か

○高規格幹線道路14,000kmがネットワーク化されても、佐賀～熊本間・熊本～大分間のみ県庁所在
地間の移動が改善されず、時間距離に差がある。

資料：「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ」
（H23.12）をもとに国土交通省九州地方整備局試算

【都市・地域間移動のサービスレベル】

14,000km整備時現状

［地域の課題］ 地域間の移動サービスレベルが低く、経済活動、交流・連携に課題

滝室坂地域の課題
た き む ろ ざ か
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［地域の課題］ ［原 因］ ［政策目標］

脆弱な幹線道路等
により救命活動や
通勤・通学、経済

活動等に課題

線形不良等箇所に
より走行環境が悪く
安全な交通に課題

地域間の移動サー
ビスレベルが低く、
経済活動、交流・

連携に課題

災害が発生しやすい
地形地質

急峻な地形

時間距離の差が
大きい

安全で信頼性の
ある通行の確保

大分～熊本間の
高速サービス

の向上

滝室坂地域の政策目標
た き む ろ ざ か
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滝室坂地域の複数案の比較
た き む ろ ざ か

評価軸

【案①】 現道案
（Ｌ＝３．０ｋｍ）

別 線 案

【案②】 トンネル案
（Ｌ＝６．３ｋｍ）

【案③】 橋梁案
（Ｌ＝４．４ｋｍ）

法面対策やロックシェッド等に
より被災リスク箇所を整備

トンネル整備により被災リスク
箇所を回避

橋梁整備により被災リスク箇
所を回避

安全で
信頼性の
ある通行
の確保

△
線形不良の課題が残る

○
線形不良の課題が解決
（線形不良箇所 20箇所 ⇒ 
解消）

○
線形不良の課題が解決
（線形不良箇所 20箇所 ⇒ 
解消）

△
冬季の路面凍結の課題が
残る

○
冬季の路面凍結の課題が
解決

△
冬季の路面凍結の課題が
残る

大分～熊
本間の高
速サービ
スの向上

×
所要時間（R57笹倉～坂梨）
現況：15分 ⇒ 短縮 なし

○
所要時間（R57笹倉～坂梨）
現況：15分 ⇒整備後5分
短縮 約 10分

×
所要時間（R57笹倉～坂梨）
現況：15分 ⇒整備後14分
短縮 約 1分

経済性 概ね４００億円 概ね２３０億円 概ね５７０億円

総合
評価

△ ○ ×

×○△
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至

大
分

５７

５７

至 熊本

案① 現道案 延長約3.0㎞

現道案=約3.0km

注） この図は概ねのルートを示したものです。

滝室坂地域の複数案の比較

ロックシェッドのイメー
ジ

た き む ろ ざ か
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たきむろざか

57

265

至

大
分

至

熊
本

57

トンネル=約4.6km

案② トンネル案 延長6.3㎞

坑口は、崩壊履歴
が少なく、比較的
堅硬な輝石安山岩
溶岩の位置に設定

安定している台地

注） この図は概ねのルートを示したものです。

トンネル案=約6.3km

滝室坂地域の複数案の比較
た き む ろ ざ か
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計画道路

一般国道

一般県道

265

至

大
分

５７

至

熊
本

５７

案③ 橋梁案 延長約4.4㎞

注） この図は概ねのルートを示したものです。

橋梁案=約4.4km

滝室坂地域の複数案の比較
た き む ろ ざ か
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国道５７号滝室坂防災対策検討委員会 九州地方整備局

九州北部豪雨による被災
（４０日間通行止め）

仮橋による復旧

被災箇所の災害復旧
に向けた検討、予算要求

災害復旧費等において、
予算示達

災害復旧工事着手

工事完了予定

H24.7.12

H24.8.20

H24.10
～11

H25.3

災害復旧後の課題・対策の検討

【被災箇所】 【滝室坂全体】

滝室坂地域の計画段階評価

「滝室坂道路」の新規事業採択時評価

H25.4

H25年度末 H25.4

・通行規制：連続雨量140mm
・規制速度：20km/h

・通行規制：連続雨量140mm

発注手続き

「国道57号滝室坂防災
対策検討委員会」発足

第5回委員会において、
トンネル案選定

H24.12.26

H25.4.15

・現道対策案、
トンネル案、
橋梁案の
３案検討
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国道５７号滝室坂防災対策検討委員会

写真①

写真②

【国道５７号滝室坂防災対策検討委員会 委員】

（委員）

委員長 北園 芳人（熊本大学大学院教授）

委員 溝上 章志（熊本大学大学院教授）

委員 松田 泰治（熊本大学大学院教授）

委員 北村 良介（前鹿児島大学大学院教授）

委員 猿渡 慶一（熊本県 土木部 道路都市局長）

委員 水谷 和彦（国総研 道路構造物管理システム研究官）

委員 進藤 崇 （国交省 九地整 熊本河川国道事務所長）

委員 横峯 正二（国交省 九地整 道路調査官）

【委員会結果の概要】

○滝室坂周辺の地形は急峻であり、地質も火砕流堆積物の浸食に弱い層

が表層に広く分布するなど昨年の九州北部豪雨による災害復旧後も被災

リスクが残る。

○現道の防災対策やトンネル、橋梁による別線対策について安全性、走行

性、景観、施工時の現道交通への影響、経済性などの観点から総合的に評価

した結果、トンネルによる対策が最も優れている。

九州地方整備局

第１回（H24.12.26）

第２回（H25.2.13）

・被災箇所周辺の地形・地質の特徴や特性等の検
討

・災害復旧後の現道案の検討

第３回（H25.3.15）

・現道案の安全性や妥当性の検討、別線案の計画
にあたっての留意事項

第４回（H25.4.9）

・現道案や別線案（トンネル案、橋梁案）の比較評価

第５回（H25.4.15）

・最適案の選定（トンネル案の選定）
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滝室坂地域における計画段階評価

３．政策目標

１．滝室坂地域の課題

①脆弱な幹線道路等により
救命活動、通勤・通学等に課題

○国道57号は大分県と熊本県を結ぶ
唯一の幹線道路

○九州北部豪雨（H24.7）による土砂災害により道路が寸断
され、滝室坂区間は４０日間にも及ぶ全面通行止めを強い
られたことから、阿蘇市などへの救急・救命活動や通勤・通
学、経済活動などの住民生活に支障を与えた。

○国道５７号全線で唯一連続雨量が140㎜に達すると事前通行規
制（全面通行止め）を実施するため、異常気象時などの災害時には、
緊急支援の拠点がある熊本方面から大分方面への救助活動に支障
が生じる。

○被災から約９ヶ月経つが、ＪＲ豊肥本線の復旧が未了。

写真② 冬季の走行状況

②線形不良等箇所により走行環境が悪く安全な交通に課題
○滝室坂区間は急カーブ（曲線半径Ｒ≦150）、縦断線形不良区間（i≧5%）が連続し、
規制速度も前後区間と比べ低い走行環境であるため、安全な交通が確保されていない。
また、冬季には路面が凍結し、事故発生件数も他の季節と比べて多い。

3,413

2,155

1,893

1,915

2,383

1,592

1,947

0 1,000 2,000 3,000 4,000

玉名

熊本

阿蘇

本渡

八代

人吉

県平均 １．８倍の降雨量

［㎜/年］

①災害が発生しやすい地形地質
○滝室坂が位置する阿蘇外輪山のカルデラ周縁は、

溶結凝灰岩の上に火山灰が浅く堆積している箇所が

多く、傾斜角も約３０度と急峻であるため、大雨が降る

と表層が崩落しやすい特徴がある［写真①、図4］

○阿蘇地域は熊本県内でも降雨量が多く、滝室坂で

は平成２年の災害で連続雨量２６５㎜（時間最大６７

㎜）、平成２４年の災害では連続雨量２６０㎜（時間最

大８７㎜）で災害が発生している［表1］

○今回の被災箇所周辺も同様な地形・地質であり、

今後も災害発生のリスクは残っている

表１ 熊本県の年間降雨量
（H23）

表２ 滝室坂の事故内訳（H14～H22）

２．原因分析

（仮橋応急復旧状況）

0

10

20

30

40

50

58kp 59kp 60kp 61kp

春季

夏季

秋季

冬季

２２件

４４件

図４ 土砂災害発生イメージ

R57
傾斜角３０°

表層は２～３m
堆積した火山灰

表層に堆積
した火山灰
が集中豪雨
により崩落

連続的に発生する
積乱雲

暖かく
湿った
空気

① 安全で信頼性のある通行の確保

②大分～熊本間の高速サービスの向上

正面衝突
40％

追突
24％

工作物
衝突
21％

その他
15％

138件
56％

31件
13％

40件
16％

38件
15％

③時間距離の差が大きい
○当該地域には規格の高い道路が整備されていない。

③地域間の移動ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙが低く、経済活動、交流・連携に課題
○高規格幹線道路14,000kmがネットワーク化されても、佐賀～熊本間・熊本～大分間のみ
県庁所在地間の移動が改善されず、時間距離に差がある。

②急峻な地形
○滝室坂は地形にあわせ約４㎞区間で２２０ｍの標高

差に対応していることから、線形や縦断勾配が厳しい

箇所が多数存在

○線形不良箇所が多いことから正面衝突事故が多い

また、滝室坂で発生した事故２４７件のうち１３８件

（56％）が冬季の事故［表2］

写真② 滝室坂地域の急峻な地形熊本県

大分県

滝室坂地域

57

凡 例

－ 縦断線形不良
（i=5％以上）

○曲線半径不良
（R=150m以下）

×

大規模被災箇所×

箇所①

滝室坂での事故

図1 滝室坂全面通行止め時の迂回状況

迂回時
約６７㎞
８０分

通常時
約４４㎞
約５３分

阿蘇市
５７

竹田市

442

滝室坂
５７

熊本県

滝室坂道路
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（参考）当該事業の経緯等

【経緯】
H24. 7.12 九州北部豪雨により、斜面崩壊等が発生し全面通行止め
H24. 8.20 仮橋による仮復旧
H24.12.26 第1回 国道５７号滝室坂防災対策検討委員会
H25. 2.13 第2回 国道５７号滝室坂防災対策検討委員会
H25. 3.15 第3回 国道５７号滝室坂防災対策検討委員会
H25. 4. 9  第4回 国道５７号滝室坂防災対策検討委員会
H25. 4.15 第5回 国道５７号滝室坂防災対策検討委員会

■最適案の選定（トンネル案の選定）

【地域の要望等】
H24.8 熊本県知事より滝室坂地区の抜本対策について要望
H24.11 熊本県知事及び大分県知事より中九州横断道路として活用

可能な形での早期整備を要望
H25.2,H25.3 熊本県知事及び大分県知事より中九州横断道路とし

て活用可能な形での早期整備、H25年度事業化を要望
等

滝室坂地域における計画段階評価

４．対策案の検討

図６ 滝室坂地域における対策案検討

【案①】標準横断図

評価軸

【案①】 現道案 （Ｌ＝３．０ｋｍ）
別 線 案

【案②】 トンネル案 （Ｌ＝６．３ｋｍ） 【案③】 橋梁案 （Ｌ＝４．４ｋｍ）

法面対策やロックシェッド等により被災リスク箇所を
整備

トンネル整備により被災リスク箇所を回避 橋梁整備により被災リスク箇所を回避

安全・安心な
通行の確保

△
線形不良の課題が残る

○
線形不良の課題が解決
（線形不良箇所 20箇所 ⇒ 解消） ○

線形不良の課題が解決
（線形不良箇所 20箇所 ⇒ 解消）

△ 冬季の路面凍結の課題が残る ○ 冬季の路面凍結の課題が解決 △ 冬季の路面凍結の課題が残る

大分～熊本間
の地域連携強

化
×

所要時間（R57笹倉～坂梨）
現況：15分 ⇒ 短縮 なし

○
所要時間（R57笹倉～坂梨）
現況：15分 ⇒整備後5分 短縮 約 10分

×
所要時間（R57笹倉～坂梨）
現況：15分 ⇒整備後14分 短縮 約 1分

経 済 性 概ね４００億円 概ね２３０億円 概ね５７０億円

総 合 評 価 △ ○ ×

対応方針（案）：案②による対策が妥当
【計画概要】
・路 線 名： 一般国道５７号
・区 間： 熊本県阿蘇市波野小地野～阿蘇市一の宮町坂梨
・概略延長： ６．３㎞
・設計速度： ８０㎞/h
・車 線 数： ２車線
・概ねのルート： 図６のとおり

【案③】標準横断図【案②】標準横断図

北側は、安山岩

交通量・混雑度・大型混入率
資料：Ｈ22道路交通センサス
交通量・混雑度・大型混入率
資料：Ｈ22道路交通センサス

災害履歴

H24.7 被災箇所

法面対策工

案① 現道案

案② トンネル案

案③ 橋梁案

橋梁工

ロックシェッド

案②トンネル案

案①現道案

案③橋梁案
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九州地方整備局

２．新規事業採択時評価
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187億円 281億円 基準年

209億円

181億円 54億円

6億円 18億円

平成24年

総便益

Ｂ／Ｃ 1.5

維持管理費：

事 業 費 ：

総費用

交通事故減少便益：

走行経費減少便益：

走行時間短縮便益：

対象区間

箇所②

↑至熊本市

箇所②の被災状況(H24.7.12)

規制V=40km/h

①防災・災害時の救助活動等

・九州北部豪雨（H24.7）による土砂災害により道路が寸断され、滝室坂区間は４０日間にも及ぶ
全面通行止めを強いられたことから、２次医療施設がある阿蘇市などへの救急・救命活動に
支障を与えた。 （図2,箇所①,②）

・国道57号全線で唯一連続雨量140mmに達すると事前通行規制（全面通行止め）を実施する
ため、異常気象時などの災害時には、緊急支援の拠点がある熊本方面から大分方面への救
助活動に支障が生じる。

②住民生活

・被災による全面通行止めのため、阿蘇市内への通勤・通学などに大幅な遠回り（最大で約
60分の所要時間増）を余儀なくされるなど住民生活に影響が出た。（図4）

・滝室坂区間は急カーブ（曲線半径Ｒ≦150）、縦断線形不良区間（i≧5%）が連続し、

規制速度も前後区間と比べ低い走行環境であるため、円滑な交通が確保されていない。

また、冬季には路面が凍結し、事故発生件数も他の季節と比べて多い。

１．事業概要

３．整備効果

効果１ 防災・災害時の救助活動等
・被災箇所を迂回し、災害に強い道路を構築する

ことにより、安全な通行と緊急輸送道路としての

機能を確保

図4 滝室坂全面通行止め時の迂回状況

（Ｈ24年7～8月の迂回路）

２．道路交通上の課題

・起終点：熊本県阿蘇市波野大字小地野～阿蘇市一の宮町坂梨

・延長等：６．３km 

（２車線、設計速度 ８０km/h）

・全体事業費：約２３０億円

・計画交通量：約６,４００台/日

なみの おおあざ しょうちの いちのみやまち さかなし

冬季の通行状況

■費用対便益の詳細

・経済的内部収益率（EIRR）：６．６％
※1：総費用・総便益については、基準年（Ｈ２４）における現在価値を記入
※2：便益には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）に災害便益

を計上。

③地域経済・地域社会等

・被災による通行止めにより、年間約1,700万人もの観光客が訪れる阿蘇地域の

観光産業に多大な影響が発生。

・高規格幹線道路による連結がなされていない大分県～熊本県間では、14,000kmが

ネットワーク化されても、県庁所在地間の連絡速度が十分に改善されないため、

地域間の交流・連携に支障がある。(図3)

効果３ 地域経済・地域社会等
・災害に強い道路の構築により、地域産業を支援

・大分市～熊本市間の移動時間を短縮

図1 事業位置

【現状】 【14,000km整備時】

資料：「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ」
（H23.12）をもとに国土交通省九州地方整備局試算

大分市～熊本市間 現状 約160分⇒約120分（約40分短縮）［中九州横断道路全線供用時］
（うち当該事業 現状 約160分⇒約150分（約10分短縮）

図3 都市・地域間移動のサービスレベル

大分～熊本間

熊本県

滝室坂道路

(注)大分～熊本間の現状の所要時間は、国道57号を経由する経路で算出

箇所①箇所① ↑至竹田市

迂回時
約６７㎞
８０分

通常時
約４４㎞
約５３分

阿蘇市
５７

竹田市

442

滝室坂
５７

一般国道５７号 滝室坂道路に係る新規事業採択時評価
た き む ろ ざ か

図2  対象区間の被災箇所 及び 線形不良箇所等の位置

対象区間

一般国道

一般県道

乗用車類 小型貨物 普通貨物
約3,300台/日 約800台/日 約2,300台/日

○ 曲線半径不良
（R ≦１５０ｍ）

＝ 仮橋応急復旧
大規模被災箇所×

×

箇所①の被災状況(H24.7.12)
写真① 滝室坂の冬季の通行状況

効果２ 住民生活
・災害に強い道路により安全で安心な住民生活確保

・厳しい線形や縦断及び冬季の凍結リスクを解消し、

円滑な交通を確保
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①主要都市・拠点間の防災機能の向上 【評価：◎】

②市町村間等の連結性の向上 【評価：◎】

・当該リンク周辺の市町村から隣接市町村までの到達時間
を計測。

・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネット
ワーク全体の防災機能向上を評価。

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

※評価対象区間が整備済と仮定

弱点度（整備前） 弱点度（整備後） 改善度

３．３ ２．２ １．５

●阿蘇市～竹田市の評価

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
D → Ｂ

３．整備効果 ＜＜防災面のネットワーク上のリンクとしての評価＞＞

現 況：主経路（国道５７
号）に通行規制箇所 があ
るため、評価レベルはＤと
なる。

整備後：当該事業のルー
トが通行規制箇所を避け
て計画しており、災害危険
性はないが迂回率が1.5
以上となるため評価レベ
ルはＢとなる。 【弱点度の計測の例（九州地方）】 【改善度の計測の例（九州地方）】

全３２３リンク 全３２３リンク

①不通 ： ６７リンク
②迂回有り ：１１９リンク
③迂回無し ：１３７リンク

①改善度が１より大 ： １５７リンク
②改善度が１ ： １６６リンク

当該リンク

当該リンク

①

②

【現況の評価レベル（九州地方）】 【整備後の評価レベル（九州地方）】

阿蘇市
竹田市 竹田市

阿蘇市

② ③

①

一般国道５７号 滝室坂道路に係る新規事業採択時評価
た き む ろ ざ か
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一般国道５７号 滝室坂道路に係る新規事業採択時評価
たきむろざか

265

交通量=5,064台/日(平日)

混雑度=0.84
大型混入率=28.5％

交通量=7,142台/日(平日)

混雑度=0.67
大型混入率=20.7％

至

大
分

至

熊
本

【トンネル断面】

一般国道57号 滝室坂道路 延長6.3㎞熊
本
県
阿
蘇
市
波
野
大
字
小
地
野

な
み
の

お
お
あ
ざ

し
ょ
う
ち
の

熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
坂
梨

い
ち
の
み
や
ま
ち

さ
か
な
し

対象区間

一般国道

一般県道

５７

５７

○ 曲線半径不良
（R ≦１５０ｍ）

＝ 仮橋応急復旧
■ 防災点検 要対策

箇所(H18･H19)

交通量・混雑度・大型混入率
資料：Ｈ22道路交通センサス
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九州地方整備局

参考資料
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便益(億円)

費用(億円)

一般国道５７号 滝室坂道路に係る新規事業採択時評価
た き む ろ ざ か

50年間便益 Ｂ：281億円

50年間費用 Ｃ：187億円

費用便益比 Ｂ／Ｃ ： 281億円÷187億円＝１．５

総便益（Ｂ）、総費用（Ｃ）の算定

〔現在価値化後〕

〔現在価値化後〕

事業期間

走行時間短縮便益：209億円

走行経費減少便益： 54億円

交通事故減少便益： 18億円

合 計 ：281億円

※割引率（4%）を用いて基準年（H24年）における現在価値に換算

事業費 181億円 維持管理費 6億円 総費用 187億円

（年度）
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■道路（リンク）の防災機能の評価レベル

主要都市・拠点間を「耐災害性」、「多重性」の観点から、Ａ～Ｄの評価レベルに等級分け。

連絡する拠点の「重要性」に応じて、当該道路（リンク）の整備による防災機能の向上を評価。

□多重性

・主経路以外の経路のうち、災害時に通行不能と想定される箇所

の無い道路（迂回可能経路）との迂回率が1.5未満の場合

→ 【「多重性がある」と評価】

※迂回率＝迂回可能経路時間（又は距離）／主経路時間（又は距離）＜1.5

□耐災害性

・主経路上に災害時に通行不能と想定される箇所の無い場合

→ ＡまたはＢ評価 【「耐災害性が高い」と評価】

・主経路上に災害時に通行不能と想定される箇所の有る場合

→ ＣまたはＤ評価

＜主要都市・拠点間の防災機能の評価基準＞

・計測の結果、当該事業を含む道路（リンク）の整備により、設定された評価レベル以上に改善するリンクについては「◎」、
設定された評価レベル以上に改善されないが、現状の評価以上となるリンクについては「○」、その他のリンクには「―」と
して評価する。

防災機能評価【①主要都市・拠点間等の防災機能向上】
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滝室坂道路

：主要都市・拠点施設等 

 

：災害時通行不能想定箇所 

※主経路に通行不能区間があるため、迂回可能経路を考慮

※主経路以外の迂回可能経路を考慮

防災機能評価【①主要都市・拠点間等の防災機能向上】
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各市町村から、最寄りの県庁所在地、高速道路ＩＣ、地域の主要拠点までの到達時間を計測。

当該道路（リンク）の整備による到達時間の短縮度合いからネットワーク全体の防災機能向上を評価。

■リンクの到達状況と総到達時間の計測及び弱点度・改善度の算定による評価イメー
ジ

＜ネットワーク全体の防災機能の向上＞

・計測の結果、当該事業を含む道路（リンク）の整備により、現況の弱点度及び改善度が1.5以上のリンクについては「◎」、
現況の弱点度又は改善度が1.5未満で1を超えるリンクについては「○」、その他のリンクについては「―」として評価する。

防災機能評価【②ネットワーク全体の防災機能向上】
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※算出対象リンクを抜粋し例示

：主要都市・拠点施設等 

 

：災害時通行不能想定箇所 

防災機能評価【②ネットワーク全体の防災機能向上】
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区間
整備前（平常時）

の移動時間
整備前（災害時）

の移動時間
整備後（災害時）

の移動時間

①阿蘇市
～竹田市

３８ ８１ ２８

②阿蘇市
～産山村

１６ ９８ ６

③南小国町
～産山村

４３ ８５ ４５

④高森町
～竹田市

５７ ２２６ １９３

⑤竹田市
～高千穂町

６２ ２２５ １９３

合計 ２１６ ７１５ ４６５

南小国町
4,429人/H22

産山村
1,606人/H22

竹田市
24,256人
/H22

高千穂町
13,723人
/H22

高森町
13,216人
/H22

阿蘇市
28,246人
/H22

滝室坂道路
（算出対象区間）

弱点度（整備前）

弱点度（整備後）

改 善 度

αo＝
to2

to1

＝
23,040
1,118

＝20.6

αw＝
to1

tw
＝

1,118
832

＝0.7

J＝
to2

tw
＝

8,640
133

＝65.1K

715
216

465
216

715
465

3.3

2.2

1.5

弱点度（整備前）

弱点度（整備後）

改 善 度

αo＝
to2

to1

＝
23,040
1,118

＝20.6

αw＝
to1

tw
＝

1,118
832

＝0.7

J＝
to2

tw
＝

8,640
133

＝65.1K

715
216

465
216

715
465

3.3

2.2

1.5

●災害時に通行不能と想定する道路条件
①津波被害が想定される道路
②事前通行規制区間のうち、落石、土砂災害、

雪崩等のおそれがある道路
③幅員5.5m未満が未改良である道路
④橋梁がS55橋梁設計基準を満たしていない
道路

一般国道５７号 滝室坂道路を通過するＯＤについて、整備前（平常時・災害時）
及び整備後（災害時）の移動時間を計測

t01 t02 tw

防災機能評価【②ネットワーク全体の防災機能向上】
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